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非該当

(1)授業の達成目標 授業で得られる「学位授与の方針」 ⇔ 【授業の達成目標】
経法20ｶﾘ

経済学または法学が積み上げてきた知識と思考に基づく判断を 労働市場の機能や問題、労働政策についての理論を説明できる
基礎力として身につけ，それを発揮できる力を身につける。 ようになる。

⇔

社会資源の制約のなかで解決方法を創りだす能力，多様な価値 労働市場での政策や問題について、理論に基づいた仮説を立て
観の中で対立を回避する危機管理能力を応用力として身につけ た上で、議論できるようになる。
，それを発揮できる力を身につける。

⇔

経法20ｶﾘ･応用経済

環境問題，少子高齢化，自然・経済リスクの管理，コーポレー 労働経済学で取り扱うさまざまなトピックについて、予備知識
ト・ガバナンス等の法制度がかかわる問題などについて，現実 のない相手にも分かりやすく、論理的に説明ができるようにな
に解決を探る際には，法学，さらには，理学・工学・医学等の る。
関連領域との協力が必要となる。このために，関連する分野の
考え方を正しく理解して経済学的分析手法との相違を把握し，
経済学の知見を，柔軟にまた建設的に応用できる能力を身につ
ける。

⇔

(2)授業で学べる
「テーマ」

その他

(3)全学横断特別
教育プログラム

(4)授業の概要 本講義では主に、労働市場での様々な現象を説明する際に用いられる、標準的な数理モデルについて学
ぶ。労働時間や賃金など、働くことに関する現象は、労働力を取引する労働市場で決まります。労働経
済学はミクロ経済学の応用分野の1つであり、労働市場に関するさまざまな問題について分析する学問で
す。労働者はどのように就業するか否かを決めるのか、労働時間はどのように決まるのか、なぜ賃金格
差が生まれるのか等の問いに対する理論的背景を学ぶ。さらに、理論に基づく仮説がどのように導かれ
るのかについても学ぶ。

(5)授業計画 第 1 回: インストラクション (労働経済学とは何か?)
第 2 回: 労働供給モデル
第 3 回: 労働供給モデル(最適化問題)
第 4 回: 労働供給モデル(比較静学分析)
第 5 回: 労働需要
第 6 回: 労働需要（比較静学分析）
第 7 回: 労働市場の均衡(完全競争市場モデル)
第 8 回: 労働市場の均衡(独占市場)
第 9 回: 労働市場の均衡(最低賃金)
第 10 回: 賃金格差(人的資本論)
第 11 回: 賃金格差(学歴間賃金格差の理論)
第 12 回: 賃金格差(男女間賃金格差の理論)
第 13 回: 失業
第 14 回: サーチ理論
第 15 回: まとめ、アンケート
期末試験

(6)成績評価の方
法

課題(原則、毎回の講義で出題する)40%、期末試験60%で評価する。

(7)成績評価の基
準

講義中に示した例題あるいは課題と同レベルの問題が解ければ「標準的である」，応用問題が解ければ
「やや上にある」，やや難しい応用問題が解ければ「かなり上にある」，例題からは難しい応用問題が
解ければ「卓越 している」。

(8)事前事後学習
の内容

講義に使用する資料を事前にダウロードして持参し、資料を元に毎回予 習・復習を行うこと(第 1 回か
ら第 15 回の講義ごとにそれぞれ60分程度)。 また、必要に応じて講義中に紹介した参考文献等を適宜
参照するこ と。

(9)履修上の注意 講義中「ミクロ経済学」、「マクロ経済学」および「計量経済学」、「統計学」の初歩的な内容につい
て触れる。講義の中でも説明を行うが、理解に不安のある者は適宜参考資料を参照し、各自自習するこ
と。単位取得のためには、毎回の講義内容を理解することが必要である。

(10)質問,相談へ
の対応

授業中の質問を歓迎する。個別の質問がある場合は、事前にメールでアポイントメントを取り、オフィ
スアワー(木曜日14:40̃16:10)に研究室に来ること。また、アポイントメントを取る際に相談内容を教え
て頂ければ、より良い対応ができます。

【教科書】 特になし

【参考書】 授業中に適宜指示する。


